
 大曽根 英明  

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

地方分権と行政サービスについて   （４０分） 

 

 1999年の地方分権一括法の成立以降、「地方で出来ることは地

方で」というスローガンのもと、地方の自主性を高める改革が行

われてきました。 

 しかし、人口減少と高齢化が進んだ今、多くの自治体では様々

な業務を担う余裕がなくなりつつあるという 

現状を鑑み、以下質問いたします。 

 

（１）分権が進められる事によるメリット・デメリットについて 

（２）負担の重い業務について 

（３）業務の一部を国や県へ移行することについて 

（４）人材の確保について 

ア 職員の確保について 

ィ 教職員の確保について 

ウ 委託業者の確保について 

（５）近隣自治体との人材連携について 

（６）今後の政策展開と総合計画について 
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